
 平成 28 年度 教育カリキュラム 別紙 
 カリキュラムの内容 目的 時間数 方法 

 オリエンテーション 研修の目的・目標を理解することができる 1  

1 がん患者の在宅医療 
がん患者がうける在宅医療システムや在宅医が行うがん緩

和医療について理解することができる 
2 講義 

2 在宅がん患者と栄養 
進行がん患者の在宅ケアに必要な栄養管理方法を身につ

ける 
2 講義 

3 在宅がん医療と看護倫理 
在宅がん医療の中で生じる倫理的な課題を理解し、看護専

門職として倫理的に対応できる能力を身につける 
3.5 講義/演習 

4 在宅がん患者とコミュニケーション 

在宅がん医療の現場におけるコミュニケーションの重要性を

理解し、実際に役立つ対象に応じたコミュニケーション技術

を身につける。 

3.5 講義/演習 

5 がん患者の在宅移行支援 

医療的・日常生活支援が必要ながん患者が、円滑に在宅移

行できるよう、在宅移行時に必要なアセスメントおよび院内・

院外における必要な調整内容について理解することができ

る 

6 講義/演習 

6 在宅がん医療と薬理 

がんの在宅医療（在宅緩和医療含む）に特有な臨床薬理学

の知識を学び、在宅がん看護実践への活用方法を身につけ

る 

3 講義 

7 在宅がん患者の家族と患者・家族教育 

在宅がん患者の家族の心理と社会的状況を理解し、家族を

援助の対象として認識し、家族に必要な援助を提供できる

能力を身につける 

4 講義/演習 

8 在宅がん患者とチームアプローチ 

在宅がん看護実践におけるチームアプローチの重要性を理

解し、在宅がん医療に必要な役割やコーディネータとしての

役割を果たすことができる能力を身につける 

5.5 講義/演習 

9 

在宅がん患者の症状マネジメント 

①疼痛緩和 

②在宅がん患者の精神医療 

倦怠感のあるがん患者の看護 

③在宅がん終末期におけるフィジカル 

アセスメント 

在宅がん患者にとっての症状マネジメントの重要性を理解

し、必要な援助を提供できる能力を身につける 
7.0 講義/演習 

10 
在宅がん患者のエンド・オブ・ライフ・ケ

アと在宅看取り 

その人らしい人生の最期を生き抜くことの意味を理解し、必

要な援助を提供できる能力を身につけるとともに、在宅看取

りを支援するチームメンバーのストレスマネジメントの重要性

を理解することができる 

6 講義/演習 

11 
在宅におけるエンゼルケアとグリーフケ

ア 

在宅看取りをした遺族へのケアの重要性を理解し、亡くなる

前から始まるグリーフケアを提供できる能力を身につける 
4 講義/演習 

12 

在宅がん終末期患者の症状管理 

①褥瘡・腫瘍自壊部  ②口腔ケア 

③終末期のリンパ浮腫  ④フットケア 

⑤リハビリテーション（身体・呼吸） 

在宅がん緩和ケアに必要な皮膚・粘膜症状管理方法やリハ

ビリテーション方法を身につける 
18.5 講義/演習 

13 

実習 3 日間（下記の中から選択：複数

可） 

①在宅療養支援診療所 

②訪問看護ステーション 

③調剤薬局 

④緩和ケアチーム 

⑤キャンサーボード 

在宅移行支援や在宅療養支援を必要とするがん患者や家

族への関わりの実際、および役割を理解できる 
26 実習 

14 実習振り返りを交えた事例検討、修了式 
在宅療養支援診療所・訪問看護ステーションにおける実習

を振り返り、事例を通して学びを深めることができる 
6 事例検討 

 


